
～デジタルのまちづくり～
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課題１:これまでの施策では移住定住につながっていない

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～

キャッチコピー「いちご王国栃木の首都もおか」による
いちごプロモーションを展開



進学等を機に
市外へ転出
卒業後に市内に
戻ってくる
若者が少ない

課題２:若者の市外流出

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～



デジタルによる魅力発信で改善は見られず・・・
若者は「将来、真岡市に住みたくない・・・」

課題３:若者の定住意欲及びシビックプライド醸成不足

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～



真岡市に住んでいるからできる体験＝特別な体験

デジタルのまちづくりの概要
若者がアプリ開発を通じて、地域課題解決に挑戦する機会を提供し、地域と交流・接点をもつこ

とで、地域や人の魅力に触れる機会を創出する。

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～



デジタルのまちづくりのロジックモデル

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～

●短期的な態度変容

□ 成功体験で「真岡っていいな」「自分でもできる！」

□ 若者の活躍を知り、まちを誇りに感じる

□ メディアによる外部評価

●長期的な態度変容

□ 特別な体験を通じて、大人になっても郷土愛が定着

□ 転出しても「真岡を応援したい」と関わりの継続

□ 最終的に「真岡に帰ろう」Ｕターン



シティプロモーション全体の位置づけ

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～



デジタルのまちづくり　①アプリ開発体験

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～

年間を通じたアプリ開発の伴走
高校と連携した特別講座の実施
夏休みアプリ体験会　



デジタルのまちづくり　①アプリ開発体験

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～

国内のアプリコンテストでグランプリ
ＭＩＴでコミュニティ・インパクト賞受賞

各種メディアで取材



デジタルのまちづくり　②アプリ開発報告会

アプリ開発内容の報告会
　　∟イベント
　　∟メディア（ラジオ・テレビ）
地域住民協力による

　　　　　アプリ実証実験

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～

▼アプリの実証実験

－地域住民の協力



デジタルのまちづくり　成果

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～

真岡市のために活動していきたい

グランプリを受賞した中学性のコメント

人口8万人のまちから、世界をみることができ

自分の小さな行動でも、社会を変えられるとわかった

地域全体が、真岡市からでも世界へチャレンジできることを認知

チャレンジする若者を応援したい！という機運が高まる



チャレンジする若者を増やし、応援し、
ふるさと真岡市を忘れない、

真岡市に戻ってくる若者を増やす

今後の取り組み

若者がチャレンジできるまち～デジタルのまちづくり～



THANK YOU
最後までご清聴いただきありがとうございました

２０２６．４．２１
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